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情
熱
あ
ふ
れ
る
舞
台

今
年
度
は
38
団
体
が
緑
苑
祭
に
参

加
し
ま
し
た
。
雨
天
に
も
関
わ
ら

ず
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
大
勢
の

一
般
の
お
客
さ
ま
に
も
ご
来
校
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
販
売
を
行
っ
た
団
体
で
は
、

終
了
時
刻
に
な
る
前
に
売
り
切
れ
と
な
っ
た
販
売

団
体
が
複
数
出
ま
し
た
。
毎
年
、
好
評
を
頂
い
て

い
る
中
庭
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
雨
が
一
時
的
に
上
が
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
い
、
ダ
ン
ス
部
と
書
道
部
が

予
定
し
て
い
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
直
前
ま
で
中
庭
ス
テ
ー
ジ
で
出

来
る
か
出
来

な
い
か
と
い
う

状
況
だ
っ
た
の

で
、
無
事
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
終
了
し
た

時
に
は
、
部

員
た
ち
は
安
堵

の
表
情
を
浮
か

べ
、
中
庭
ス

テ
ー
ジ
は
温
か

い
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
４
（
昭
和
49
）年
10
月
、
３
年
間
の
充
実
し
た
日

本
経
済
新
聞
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
を
終
え
、
東
京
編
集
局

産
業
第
３
部
次
長
兼
編
集
委
員
に
就
任
し
た
。
部
長
は
日

経
の
頭
脳
と
い
わ
れ
た
井
上
毅
さ
ん
。井
上
さ
ん
は
の
ち「
産

業
部
活
性
化
の
た
め
円
城
寺
次
郎
社
長
に
お
願
い
し
て
菅

谷
君
を
も
ら
い
受
け
た
」と
話
し
た
が
、
産
業
第
３
部
は
化

学
、
繊
維
・
紙
パ
ル
プ
、
食
品
、
住
宅
・
建
設
、
レ
ジ
ャ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
と
１
９
７
３
（
昭
和
48
）年
10
月
の
第
一
次
石
油

シ
ョ
ッ
ク
の
対
応
等
で
動
き
の
激
し
い
分
野
。
そ
の
中
、
編

集
局
長
賞
、
同
奨
励
賞
を
圧
倒
的
多
数
受
賞
す
る
な
ど
活

性
化
し
て
き
た
。

そ
の
後
井
上
さ
ん
が
編
集
局
次
長
兼
日
経
産
業
新
聞
編
集

長
兼
産
業
第
１
部
長
に
就
任
す
る
と
私
を
産
業
第
１
部
次

長
に
指
名
し
た
。
第
１
部
は
鉄
鋼
、
非
鉄
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

商
社
な
ど
が
担
当
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
私

は
井
上
さ
ん
の
精
密
な
分
析
力
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
こ
の
異
動
を
歓
迎
し
た
が
、「
森
田
康
常
務（
の
ち
社

長
）か
ら『
い
つ
ま
で
菅
谷
君
を
引
っ
張
り
続
け
る
ん
だ
』と

叱
ら
れ
た
」と
話
し
た
。

１
９
８
２
（
昭
和
57
）年
４
月
古
巣
の
産
業
第
３
部
長
に

就
任
し
た
。
取
締
役
論
説
主
幹（
の
ち
常
務
取
締
役
）に
栄

転
し
た
井
上
編
集
長
の
後
任
に
は
証
券
部
長
と
し
て
活
躍

し
た
鈴
木
隆（
の
ち
常
務
取
締
役
、
電
子
媒
体
の
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
社
長
）で
あ
る
。
鈴
木
さ
ん
は
頭
の
回
転
が
速
い
せ
い

か
朝
令
暮
改
が
し
ば
し
ば
。「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
困
る
の
で

止
め
て
く
だ
さ
い
」と
進
言
す
る
と
、「
菅
谷
君
、
時
代
の

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
極
め
て
速
い
。
時
と
し
て＂
朝
令
朝
改
＂

も
あ
り
う
る
」と
返
事
し
た
。

そ
の
鈴
木
さ
ん
と
私
が
組
ん
で
展
開
し
た
の
が「
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
新
・
産
業
革
命
」で
あ
る
。
日
本
経
済
新
聞
、
日
経
産

業
新
聞
の
第
１
面
と
テ
レ
ビ
東
京
の
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム（
午

後
10
時
〜
11
時
）で
激
動
す
る
内
外
産
業
を
同
一
テ
ー
マ
、

同
時
並
行
で
報
道
す
る
新
企
画
で
鈴
木
さ
ん
か
ら
責
任
部

長
に
指
名
さ
れ
た
私
は
新
聞
編
集
に
責
任
を
持
つ
と
同
時

に
、
テ
レ
ビ
東
京
の
国
保
徳
丸
専
務
取
締
役（
の
ち
テ
レ
ビ

愛
知
社
長
）に
協
力
を
要
請「
菅
谷
君
の
幅
広
い
人
脈
で
ス

ポ
ン
サ
ー
を
つ
け
て
く
れ
れ
ば
ご
指
定
の
い
い
時
間
帯
を
提

供
、
全
国
放
送
す
る
」と
の
返
事
。

た
ま
た
ま
そ
の
翌
日
に
商
社
を
担
当
し
て
い
た
新
聞
社
旧

キ
ャ
ッ
プ
と
皆
川
広
宗
三
菱
商
事
副
社
長
と
の
夕
食
懇
談

会
が
あ
り
、
そ
の
終
了
後
、
私
が
日
経
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

構
想
を
話
し
、
テ
レ
ビ
番
組
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
欲
し
い

と
伝
え
る
と「
面
白
い
、
明
日
返
事
す
る
」と
の
回
答
。
翌

日
午
後
に
は「
テ
レ
ビ
の
１
社
独
占
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
る
」と

の
回
答
を
得
、
新
企
画
の
流
れ
が
一
気
に
加
速
し
、
二
度

の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
我
が
国
産
業
界
の「
重
厚
長
大
」か
ら

「
軽
薄
短
小
化
」「
ハ
イ
テ
ク
時
代
」へ
の
流
れ
を
的
確
に
報

道
、
大
き
な
話
題
を
呼
び
、
日
経
社
長
賞
に
輝
い
た
。

産
業
部
次
長
、
部
長
時
代
の
16
年
間
は
私
に
と
っ
て
海
外

取
材
出
張
が
相
次
ぐ
時
期
で
も
あ
っ
た
。

産
業
第
３
部
次
長
兼
編
集
委
員
時
代
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派

員
か
ら
帰
国
直
後
の
１
９
７
４
（
昭
和
49
）年
５
月
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
日
本
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
経
済
人
会
議
の

予
備
会
議
。
次
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
特
集
取
材
で
２
週
間

現
地
へ
。

産
業
第
１
部
次
長
時
代
＝
１
９
７
９
（
昭
和
54
）年
米
コ
ロ

ラ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
の
世
界
鉄
鋼
連
盟
総
会
。
１
９
８
０

（
昭
和
55
）年
秋
、
経
済
界
主
導
の「
輸
入
促
進
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」の
１
番
手
と
し
て
韓
国
訪
問
が
決
ま
り
、
植
田
三
男
日

商
岩
井
社
長
を
団
長
と
し
総
勢
１
２
７
名
の
団
長
顧
問
で

韓
国
へ
10
日
間
。
直
後
の
12
月
、バ
リ
島
で
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
石

油
輸
出
国
機
構
）総
会
取
材
。

当
時
の
日
経
は
海
外
出
張
は
社
長
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た

が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
韓
国
出
張
は
営
業
担
当
時
代
か
ら
日
経

の
販
売
、
広
告
収
入
を
大
き
く
伸
ば
し
、
日
本
新
聞
協
会

会
長
も
務
め
た
大
軒
順
三
社
長
か
ら
直
接
声
が
か
か
っ
た
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
行
き
で
は
日
経
の
石
油
取
材
体
制
に
つ
い
て
答
申

を
求
め
ら
れ
た
。
私
は
石
油
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
記
者
育
成
に

は
海
外
の
石
油
担
当
記
者
の
よ
う
に
欧
米
の
大
学
や
大
学

院
で
石
油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
勉
強
さ
せ
、
原
油
国
首
脳
と

電
話
一
本
で
話
せ
る
よ
う
な
専
門
記
者
を
育
成
す
る
の
が
最

善
と
回
答
。
そ
の
後
大
軒
社
長
の
指
示
で
留
学
者
が
増
加

し
た
。

産
業
第
３
部
長
時
代
、
急
逝
し
た
大
軒
社
長
の
後
継
、
森

田
康
社
長
を
団
長
と
す
る
日
経
訪
中
団
の
一
員
と
し
て

１
９
8
３
（
昭
和
58
）年
、
中
国
を
10
日
間
歴
訪（
メ
ン
バ
ー

は
写
真
参
照
）。
日
経
と
中
国
の
関
係
は
１
９
６
８
（
昭

和
43
）年
、
文
化
大
革
命
中
の
日
本
人
特
派
員
中
、
量
質

と
も
抜
群
の
仕
事
を
し
て
い
た
鮫
島
敬
冶
特
派
員
が
ス
パ
イ

容
疑
で
逮
捕
、
１
年
半
投
獄
さ
れ
た
こ
と
で
悪
化
し
た
が
、

１
９
７
７
（
昭
和
52
）年
李
先
念
首
相
が
鮫
島
氏
に「
四
人

組
の
仕
業
で
、
中
国
人
民
を
代
表
し
て
お
詫
び
す
る
」と
話

し
た
こ
と
で
決
着
し
た
。
森
田
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
こ
れ
を
機
に

関
係
を
一
段
と
強
化
す
る
た
め
結
成
。

北
京
で
は
最
高
権
力
者
鄧
小
平
の
信
頼
厚
い
万
里
筆
頭
副

首
相
と
の
面
談
、
人
民
大
会
堂
で
の
森
田
社
長
主
催
の
晩

餐
会
の
後
、
瀋
陽（
旧
奉
天
）、
大
連
、
上
海
、
蘇
州
の
各

都
市
を
歴
訪
、
各
地
の
中
国
政
府
幹
部
と
の
懇
談
を
重
ね

た
。
北
京
に
到
着
し
た
夜
、
中
国
政
府
報
道
局
長
主
催
の

夕
食
会
の
席
上
、
報
道
局
長
が
、「
政
府
首
脳
の
誰
と
会

談
す
る
か
明
朝
知
ら
せ
る
」と
言
っ
た
の
で
私
は「
森
田
社

長
は
じ
め
日
経
幹
部
が
そ
ろ
っ
て
訪
中
し
た
の
に
会
談
の
相

手
が
当
日
朝
と
は
失
礼
で
は
な
い
か
」と
言
う
と
左
に
座
っ

た
鮫
島
さ
ん
が
小
声
で「
余
計
な
事
を
聞
く
な
」と
左
足
を

靴
で
踏
ま
れ
、
中
国
人
通
訳
も
翻
訳
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
の
中
国
歴
訪
中
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
方
針
は
貫
い
た
。

１
９
８
６
（
昭
和
61
）年
５
月
か
ら
６
月
、
Ｅ
Ｃ（
欧
州
共

同
体
）委
員
会
の
招
待
で
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
５
ケ
国
歴
訪
。

そ
し
て
１
９
８
６
（
昭
和
61
）年
年
末
、
森
田
社
長
に
呼
ば

れ
、
来
年
３
月
か
ら
日
経
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
の
大

き
な
第
一
歩
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
に
編
集
総
局

を
新
設
、
現
在
の
特
派
員
体
制
を
大
増
強
す
る
、
初
代
米

州
編
集
総
局
長
に
菅
谷
君
を
任
命
す
る
。
重
大
任
務
な
の

で
し
っ
か
り
頼
む
と
言
わ
れ
た
。
産
業
部
時
代
の
前
述
し
た

７
回
も
の
海
外
取
材
で
成
果
を
挙
げ
た
事
が
新
任
務
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
た
。

理事長コラム No.23

学校法人 渡辺学園 理事長

菅 谷  定 彦

日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
９

７
回
も
の
海
外
出
張
、取
材

日
経
産
業
部
次
長
、部
長
時
代

るき生を界世
Living 
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を
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き
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「
日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
10
」

To be continued
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1983年4月、日経訪中団メンバーと中国迎賓館「釣魚台」で。
左から、筆者、太田哲夫編集局長、森田康社長、鮫島敬治論説副主幹、岸清専務取締役、
一木豊政治部長。
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歌
声
と
創
造
力
が
響
き
合
う

例
年
と
同
じ
く
三
木
ホ
ー
ル
に
て

合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
ご
来
校
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
声
援
を
受
け
、
曇

天
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
元
気
一
杯
の
歌
声
を
三

木
ホ
ー
ル
に
響
か
せ
ま
し
た
。
各
学
年
お
よ
び
各

部
活
動
の
展
示
発
表
で
は
、
中
３
学
年
が
作
成

し
た
巨
大
な
シ
ー
サ
ー
の
張
り
子
を
は
じ
め
と
す

る
、
附
属
中
学
生
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
展
示
活

動
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参加した学生の声

中学校

高等学校

東京家政大学附属女子中学校・高等学校

留
学
で
広
げ
る
視
野
と
未
来

今
年
度
も
高
校
１
年
生
が
２
名
、
７
～
９

月
の
約
３
か
月
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

タ
ー
ム
留
学
に
挑
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー

ド
近
郊
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
現
地
校
に
通
い

ま
し
た
。
先
日
帰
国
し
た
二
人
は
、
苦
労
し
た
こ
と
も

前
向
き
に
楽
し
み
な
が
ら
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
せ
た
そ
う
で
す
。
自
分
の
将
来
の
目
標
を
さ
ら
に

明
確
に
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
中
学
３
年
生
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
あ
る
中
高
一
貫
校
に
派
遣
を
し
て

い
ま
す
。
一
期
生
と

し
て
参
加
し
た
生
徒

は
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

時
に
支
え
て
く
れ
た
、

周
り
の
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
の
目
で
見
た
世

界
は
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

中学校
高等学校

私は将来英語を使った心理学の仕事に携わりたい、と考え
ていました。留学中は様々な文化に触れ、たくさんの刺激
を受けました。これからもっと英語の勉強をして将来的
に世界で活躍する女性になりたいです。

中３ O.Kさん
異文化に学び、世界で輝く自分へ

今回の留学では、食文化の違いについて知識を深めたいという
目的があり、ホストファミリーや友達と料理をたくさん作りました。
料理を通してコミュニケーションを深めることができ、目的も達成
することができました。この経験から、将来は食に関する研究を
したいと強く感じました。

食を通して学んだ、文化と心のつながり
高１ K.Aさん

私は留学を通して、国や文化による価値観の違いを学び、多様
な視点を持つ大切さを実感しました。現地では教会や病院での
医療活動にも関わることが多かったので、今後も医療に携わる
経験を積んでいきたいです。また、英語力をさらに伸ばすため、
洋楽や映画などで日常的に英語に触れ続けたいです。

高１ A.Kさん
異文化にふれ、広がる視野と学び

緑 苑 祭

ターム留 学

A校舎玄関（高校本部会が装飾を担当）

▲現地の仲間たちと

▲オーストラリア現地校にて

中2学年
家政は世界を

救い隊▶

中1学年
81期青春の
79ページ▶

▲高1A
圭太のAmerican
WADinner

中3学年 アオハルエコランドなんくるないさー沖縄編

高2D 魅惑の扉、今宵も開店。


